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鴎
外
手
記
資
料

詩
学
材
料
」
に
関
す
る
覚
書

は

じ

め

に

現
行
の
岩
波
版

『鴎
外
全
集
』
第
二
七
巻
は

「手
記

一
」
と
題
し
て

「語
彙

材
料
Ｌ
詩
学
材
料
Ｌ
楽
劇
材
料
Ｌ
塵
家
Ｌ
日
本
芸
術
史
資
料
」
の
五
篇
を
収
め

る
。
同
巻

「後
記
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

今
回
は
じ
め
て
活
字
化
さ
れ
る

「楽
劇
材
料
」
を
除
く
四
篇
は
前
回
の
全

集
に
お
い
て
は
じ
め
て
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
四
篇
に
つ
い
て

は
前
回
全
集
の

「後
記
只
森
於
売
、
沢
柳
大
五
郎
氏
）
を
再
掲
す
る
。

校
訂
に
あ
た
っ
て
は

「楽
劇
材
料
Ｌ
日
本
芸
術
史
資
料
」
は
文
京
区
立

鴎
外
記
念
本
郷
図
書
館
の
原
本
に
拠
り
、
他
は
前
回
全
集
所
収
本
文
に
従

っ
た
。

「前
回
全
集
所
収
本
文
に
従
っ
た
」
と
い
う

「語
彙
材
料
Ｌ
詩
学
材
料
Ｌ
塵

家
」
の
三
篇
に
関
し
て
は
、
い
か
な
る
理
由
で
か
、
現
行
の
全
集
編
纂
時
に
鴎

外
自
筆
原
本
が
参
看
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
、　
望
”彙
材
料
」
は

文
京
区
立
鴎
外
記
念
本
郷
図
書
館

（以
下
、
鴎
外
図
書
館
と
略
称
）
に
、

「塵

家
」
は
東
京
大
学
総
合
図
書
館
の
鴎
外
文
庫
に
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、

「詩
学
材
料
」
の
原
本
は
所
在
不
明
で
あ
る
。
鴎
外
の
自
筆
資
料
を
蔵
す
る
図

書
館

・
記
念
館
へ
照
会
し
た
限
り
で
は
、
つ
ま
び
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
。

ま
ず
、

「前
回
全
集
」
つ
ま
り
昭
和
三
六
年
版

『鵬
外
全
集
』
に

「詩
学
材

圭目

田

寿

美

料
」
が
初
収
録
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
み
て
お
こ
う
。

昭
和
二
六
年
版
全
集
の
著
作
篇
第
二
四
巻

（昭
２９

・
３
）
は

「手
記
」
八
篇

他
を
収
録
し
、
同
巻
附
録

「月
報
３３
」
に

「編
集
室
よ
り
　
△
急
告
」
と
し
て

「二
月
六
日
追
記
。
森
於
克
博
士
の
手
許
か
ら
は
か
ら
ず
も
新
し
い
資
料
が
本

日
発
見
さ
れ
ま
し
た
。」
と
あ
る
。
「
自
紀
材
料
」
三
冊
Ｌ
「日
本
芸
術
史
」
四

十
三
巻
」
の

「
二
種
類
の
原
稿
は
整
理
印
刷
の
上
、
全
集
著
作
篇
の
追
加
と
し

て

（多
分

一
巻
）
発
行
」
と
い
う
予
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
後
に
発
刊
さ
れ
た

の
が
別
巻

一
（昭
３０

。
９
ご

一
（昭
３．
．
２
）
で
、
「自
紀
材
料
」
「狙
征
日
記
」

「日
清
役
自
紀
Ｌ
日
本
芸
術
史
資
料
Ｌ
詩
学
材
料
」
の
五
篇
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
別
巻

一
「後
記
」
に
よ
る
と

「従
来

一
度
も
公
に
せ
ら
れ
な
か
つ
た
手
記

抄
録
の
類
」
で

「総
べ
て
令
嗣
森
於
克
博
士
の
許
に
蔵
せ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
」

と
い
う
。

「急
告
」
当
時
か
ら
さ
ら
に
三
資
料
が

「発
見
し
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
ち
な
み
に
、

「詩
学
材
料
」
を
除
く

「自
紀
材
料
」
以
下
の
四
篇
は
、
現

在
、
鴎
外
図
書
館
に
蔵
さ
れ
、
い
ず
れ
も
同
館
オ
ー
プ
ン
当
初
昭
和
三
七
年

一

〇
月
受
け
入
れ
の
資
料
で
あ
る
。

「詩
学
材
料
」
原
本
の
み
行
方
が
杏
と
し
て
知
れ
な
い
も
の
の
、
後
述
す
る

よ
う
に
、
当
該
自
筆
原
本
の
形
態
を
類
推
し
得
る
資
料
が
鴎
外
図
書
館
に
存
す

る
。
そ
の
こ
と
を
指
摘
し
た
論
は
、
寡
間
に
し
て
知
ら
な
い
。

「詩
学
材
料
」

そ
れ
自
体
に
言
及
し
た
論
考
さ
え
少
な
く
、
手
記
資
料
と
い
う
性
質
ゆ
え
か
、



研
究
史
の
網
の
目
か
ら
と
り
こ
ぼ
さ
れ
て
き
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
明
治
二
一
、
二
年
頃
の
執
筆
と
推
定
さ
れ
る
本
手
記
は
、
そ
の
題
名

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
鴎
外
の
初
期
詩
学
論
を
考
察
す
る
上
で
示
唆
に
富

む
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、

「詩
学
材
料
」
に
抄
録
さ
れ
た
漢
籍
類
は
、
現
在
、
鴎
外
文
庫
に
架

蔵
さ
れ
て
お
り
、
本
手
記
の
執
筆
時
期
等
の
問
題
や
当
時
の
鴎
外
の
読
書
傾
向

を
探
る
よ
す
が
と
な
る
。
鴎
外
文
庫
に
関
し
て
は
、　
一
五
年
間
の
長
き
に
わ
た

っ
て

『鴎
外
』
に
連
載
さ
れ
た
坂
本
秀
次
１
鴎
外
文
庫
」
目
録
抄
」
が
あ
り
、

近
年
で
は
、
山
根
弘
子
氏
の
調
査
報
告
も
あ
る
。
だ
が
、
両
氏
も
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
鴎
外
手
沢
本
の
書
誌
書
目
調
査
が
重
要
視
さ
れ
る
一
方
で
、
実
際
に

は
未
だ
多
く
の
研
究
課
題
が
残
さ
れ
た
領
域
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、

「詩
学
材
料
」
と
い
う
手
記
の
あ
り
よ
う
を
考
察
す
る
前
提
と

し
て
、
手
記
原
本
の
輪
郭
を
能
う
限
り
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
手
記
構
成
上

の
主
要
部
分
を
担
う
抄
録
漢
籍
類
に
注
目
し
、
成
立
背
景

。
構
成
等
に
言
及
す

る
。
併
せ
て
、
本
手
記
の
資
料
的
価
値

・
意
義
を
検
証
し
た
い
。

一　
全
集

「後
記
」
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て

昭
和
二
六
年
版
全
集
の
著
作
篇
別
巻
二
の
う
ち
、

「詩
学
材
料
」
に
関
す
る

「後
記
只
沢
柳
大
五
郎
執
筆
）
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
長
い
引
用
に
な
る

が
、
全
文
を
引
い
て
お
く
。

「東
京
医
事
新
誌
原
稿
用
紙
」
と
印
刷
し
た
和
紙
の
原
稿
用
紙
に
毛
筆
で

書
か
れ
て
ゐ
る
が
、
用
紙
を
貼
継
い
だ
り
自
紙
を
賠
附
け
た
り
し
て
縦
横

に
加
筆
し
て
あ
る
の
で
、
原
形
通
り
に
活
字
に
組
む
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

用
紙
の
中
央
に

「詩
学
材
料
」
と
書
し
た

一
葉
が
あ
る
が
、
曽
て
綴
ぢ
ら

れ
た
形
跡
は
な
く
現
在
で
は
適
宜
に
切
つ
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
貼
ら

れ
て
ゐ
る
―
―
こ
れ
は
最
近
に
為
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
―
―
の
で
正
確
な

順
序
も
脈
絡
も
分
か
ら
な
い
。
今
は
現
状
に
従
つ
て
印
刷
し
餘
自
の
部
分

に
＊
印
を
附
し
て
置
い
た
。
な
ほ
こ
れ
よ
り
前
に

「言
語
取
調
書
」
の
罫

紙
に
仮
名
文
字
で
我
邦
の
古
歌
を
記
し
軽
重
堅
軟
鋭
鈍
強
弱
ア
イ
ウ
エ
オ

等
の
音
韻
を
傍
注
し
た
も
の
が
あ
る
が
こ
れ
は
別
筆
で
あ
り
、
ま
た
こ
の

部
分
の
後
に
巻
紙
様
の
自
紙
に
自
筆
で
書
か
れ
た
、
詩
想
、
詩
語
、
詩
材

等
の
小
見
出
し
を
附
し
た
漢
文
の
抄
録
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
殆
ど
凡
て
梁

鉛
漫
志
宋
李
綱
撰
よ
り
の
書
抜
き
で
あ
る
か
ら
執
れ
も
割
愛
し
た
。
本
巻

に
収
載
し
た
部
分
も
大
部
分
氷
川
詩
式
明
梁
橋
撰
、
作
詩
志
設
山
本
北
山

撰
、
詩
律
兆
中
井
積
善
撰
、
詩
法
纂
要
貫
名
海
屋
編
等
よ
り
の
抄
録
で
あ

る
が
、
独
逸
詩
学
の
用
語
を
傍
記
し
て
あ
つ
た
り
し
て
若
き
鴎
外
先
生
の

面
目
も
窺
は
れ
る
。
東
京
医
事
新
誌
の
原
稿
用
紙
に
書
か
れ
て
ゐ
る
所
か

ら
推
し
て
お
よ
そ
明
治
二
十

一
、
二
年
頃
の
も
の
と
思
は
れ
る
。

鴎
外
が
書
き
抜
い
て
い
た
と
い
う

『梁
鉛
漫
志
只
全
集
本
文
で
は
割
愛
）、
そ

し
て

「詩
学
材
料
」
へ
の
抄
録
漢
籍
の
う
ち

『詩
法
纂
要
』
、
こ
の
二
書
の
著
者

名
が

「後
記
」
で
は
誤
記
さ
れ
て
い
る
。
正
し
く
は
、
前
者
が

「宋
李
綱
撰
」

で
な
く
宋
費
衰
撰
、
後
者
は
、

「詩
学
材
料
」
本
文
中
に
も

「例
刊

「詩
法
纂

要
ヒ
の
記
述
が
あ
る
よ
う
に
、

「貫
名
海
屋
編
」
で
は
な
く
清
徐
文
弼
編
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、

「詩
法
纂
要
」
は

「彙
纂
詩
法
纂
要
」
と
も
い
い
、
海
屋
貫

名
荀
は
和
刻
本
校
点
者
で
あ
る
。

前
回
全
集
の

「後
記
」
に
訂
正
や
補
足
が
施
さ
れ
な
い
ま
ま
現
行
の
全
集
ヘ

と
再
掲
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
加
え
て
、
管
見
の
限
り
そ
れ
を
指
摘
し
た
論
者
が

い
な
い
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、

「詩
学
材
料
」
と
い
う
手
記
が
、
こ
れ

ま
で
研
究
対
象
と
し
て
俎
上
に
の
せ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

よ
う
。

「後
記
」
に
い
う
如
く
本
手
記
の
大
部
分
は
漢
籍
の
抄
録
か
ら
な
り
、



備
忘
録
的
性
格
が
色
濃
い
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
語
で

詩
学
用
語
を
列
記
し
、
そ
れ
に
対
応
さ
せ
る
形
で
漢
籍
か
ら
の
抄
録
を
付
し
、

或
い
は
漢
文
の
行
間
に
ド
イ
ツ
語
の
注
記
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
あ
る
種

「
一
定

の
方
向
性
」
を
以
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
次
章
で
の
考
察

を
先
取
り
し
て
い
う
な
ら
ば
、
本
手
記
の
執
筆
が
、
明
治
二

一
、
二
年
と
い
う

鴎
外
の
文
壇
活
動
開
始
時
期
と
重
な
る
こ
と
や
、
ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル

『詩
学
』
の

章
題
を
用
い
て
見
出
し
語
と
す
る
な
ど
、
鴎
外
の
初
期
詩
学
諭
構
築
の
一
端
を

窺
う
に
足
る
資
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「後
記
」
に
よ
る
と
、
本
手
記
の

「原
形
」
に
は

「曽
て
綴
ぢ
ら
れ
た
形
跡

は
な
く
現
在
で
は
適
宜
に
切
つ
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
貼
ら
れ
て
ゐ
」
た
よ

う
で
あ
る
。

「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
貼
ら
れ
」
と
い
う
形
態
で
あ
っ
た
点
に

注
目
す
る
と
き
、
そ
の

「原
形
」
を
類
推
す
る
手
が
か
り
と
な
る
資
料
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。
鴎
外
図
書
館
所
蔵
の

「文
が
ら
」
と
呼
ば
れ
る
ス
ク
ラ
ッ

プ
帳
が
そ
れ
で
あ
る

（【資
料
１
】
参
照
）。

以
下
、
簡
単
に
書
誌
事
項
を
述
べ
て
お
く
。

「文
が
ら
」
は
、
四
冊
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
か
ら
な
る
。
い
ず
れ
も
Ａ
４
サ
イ

ズ
の
フ
ァ
イ
ル
に
黄
土
色
の
西
洋
紙
三
〇
枚
を
綴
じ
た
も
の
で
、
表
表
紙

。
背

表
紙
に
は
青
イ
ン
ク
で

「毀
肖
＞
”
〕
×
）因
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し

「Ｒ
Ｘ
＞
り
”
（δ
ス
」
の
字
体
に
は
、
ド
イ
ツ
字
体

（フ
ァ
イ
ル
「１
」
「
５
」
）

と
０
〕０
日Ｆ
』

，
体

（フ
ァ
イ
ル

「３
」
「４
し

に
似
た
二
種
類
が
あ
る
。
四

冊
共
、
表
紙
の
裏
に

「昭
和
”
年
７
月
１５
日
」
の
受
け
入
れ
印
が
押
さ
れ
て
い

る
。
背
表
紙
に
は
そ
れ
ぞ
れ
朱
ペ
ン
で

「鴎
外
文
が
ら
　
１
」
「３
」
「４
」

「５
」
と
記
さ
れ
、登
録
番
号
は
Ｃ
８
ヽ
Ｐ

「８
８
だ
」
Ｃ
８
ヽ
ど

「８
８
８
」

と
連
番
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
受
け
入
れ
当
時
か
ら
、
「文
が
ら
」
の
「２
」

は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

【資
料
１
】

０

「鴎
外
文
が
ら
　
１
」
表
表
紙

・
背
表
紙
　
０

「
３
」
背
表
紙

ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、　
一
部
、
鵬
外
と
は
別
筆
の
資
料
も
含
む
。

鴎
外
自
筆
分
の
種
類
は
、
雑
記

。
メ
モ
類
を
中
心
に
、
原
稿
の
校
正
刷
り
、
印

税
の
領
収
紙
等
、
多
様
で
あ
る
。
執
筆
年
代
に
関
し
て
は
、
順
を
追
っ
て
ス
ク

ラ
ッ
プ
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
幅
は
広
く
、
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の

だ
け
を
と
っ
て
み
て
も
、
早
期
で
は

「明
治
二
十
二
年
十

一
月
　
浚
♂
属
ど
ロ
シ

ル
ス
」、晩
年
の
も
の
で
は

「大
正
八
年
十
二
月
二
十

一
日
　
森
林
太
郎
」
の
日

付
と
署
名
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

「詩
学
材
料
」
原
本
と
の
関
わ
り
で
注
目
し
た
い
の
は
、

「３
」
と
記
さ
れ

web公開に際し、画像は省略しました



【資
料
２
】

「３
」見
開
き
右
か
ら
二
頁
目

た

「ｏ
Ｏ
”
＞
”
Ｗ
Ｏ
Ｏ
パ
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
貼
付
さ
れ
た
自
筆
資
料
の
う
ち
に
、

「梁
鉛
漫
志
五
只
二
葉
）

。
「梁
鉛
漫
志
六
」

。
「梁
鉛
漫
志
七
」
と
出
典
を

明
記
し
て
抄
録
を
行
っ
た
、
計
四
葉
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
片
が
あ
る

（【資
料
２
】

参
照
）。
「美

（滑
稽
ご

。
「美
」

。
「美
卜
善
」
公
一葉
）
と
小
見
出
し
が
付

さ
れ
、
う
ち
、　
一
葉
を
除
い
て
、
縦

一
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
用
箋
が
使
用
さ

れ
て
い
る
。
左
右
が
裁
断
さ
れ
て
い
る
の
で
横
幅
は
わ
か
ら
な
い
が
、
巻
紙
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
点
、

「詩
学
材
料
」
と
共
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ

て
い
た

『梁
鉛
漫
志
』
か
ら
の
抄
録
箇
所
の
あ
り
よ
う
―
―

「巻
紙
様
の
自
紙

に
自
筆
で
書
か
れ
た
、
詩
想
、
詩
語
、
詩
材
等
の
小
見
出
し
を
附
し
た
漢
文
の

抄
録
只
全
集

「後
記
」
に
よ
る
）
―
―
に
似
通
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

「３
」

の
見
開
き
右
側
か
ら
第

一
頁
目
及
び
二
、
四
頁
に

「梁
鉛
漫
志
』
の
抄
録
が
ス

ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、

「詩
学
材
料
」
等
が
貼
付
さ
れ
て
い
た

「
ス

ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
」
と
、

「文
が
ら
」
と
呼
ば
れ
る

「∽
Ｑ
Ｃ
■

”
Ｑ
υ
【
」
の

「３
」
は
、
連
続
す
る
性
質
の
も
の
と
推
測
さ
れ
、
そ
う
で
な
く
て
も
、

「詩

拌
惰
料
」
原
本
と

「文
が
ら
」
と
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。

「２
」
と
記
さ
れ
た

「毀
肖
＞
τ
要
Ｘ
Ｘ
ビ

つ
ま
り

「鴎
外
文
が
ら
」
の

「２
」
が
か
つ
て
存
在
し
た
と
い
う
憶
測
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
が
、

全
集

「後
記
」
に
い
う
と
こ
ろ
の

「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
タ
」
で
あ
つ
た
と
思
わ

れ
る
。

一一　
成
立
背
景

二
・
一　
執
筆
年
代

「詩
学
材
料
」
の
執
筆
時
期
に
つ
い
て
は
、
全
集

「後
記
」
に
、
「
東
京
医

事
新
誌
原
稿
用
紙
」
と
印
刷
し
た
和
紙
の
原
稿
用
紙
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら

「
お
よ
そ
明
治
二
十

一
、
二
年
頃
の
も
の
」
と
い
う
推
定
が
あ
る
。

ま
ず
、

「後
記
」
の
推
定
し
た
年
代
を
裏
付
け
る
考
察
を
お
こ
な
っ
て
お
き

た
い
。

「詩
学
材
料
」
本
文
に
、

「元
婁
」
「通
泰
」
の
名

全
九
英
は
佐
藤
応

渠
、
通
泰
は
井
上
通
泰
か
？
）
を
括
弧
書
き
に
し
て
、
歌
句
と
思
し
き
こ
と
ば

を
記
し
た
箇
所
が
あ
る
。

ご
姜

肋
商篠〓臓「薇は理鍋
雄耐石金

web公開に際し、画像は省略しました



「ま
ね
く
尾
花
」
以
下

「石
人
泣
」
ま
で
と
同

一
の
文
辞
は
、
鴎
外
手
沢
本

と
し
て
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル

『詩
学
』
へ
の
書
き
込
み
に
も
み

え
る
。
上
巻

一
五
〇
頁
の
行
間
に
、

「ま
ね
く
尾
花

（元
莫
ご
「ま
は
た
く
星

（通
泰
ご

「石
人
泣
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る

（墨
筆
）。
周
知
の

よ
う
に
、
鴎
外
が

『詩
学
』
に
依
拠
し
て
文
芸
評
論
を
展
開
し
て
い
た
の
は
明

治
三
二
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、

「詩
学
材
料
」
な

る
手
記
は
、

『詩
学
』
を
経
い
て
い
た
時
期
か
ら
時
を
隔
て
ず
し
て
な
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

「詩
学
材
料
」
所
引
の
漢
籍
類
に
関
し
て
い
え
ば
、
そ
の

読
書
時
期
は
明
治
二
一
～
三
年
頃
も
し
く
は
そ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
、

「ま
ね
く
尾
花
」
等
が
書
き
込
ま
れ
た
頁
か
ら
一
一
頁
前
に
あ
た
る

『詩
学
』
上
巻

一
二
九
頁
の
欄
外
に
は
、

「方
言
入
詩
」
の
書
き
込
み
が
あ
る

（墨
筆
）。
「方
言
」
が

「詩
」
の
言
説
と
な
り
得
る
旨
の
書
き
込
み
文
字
は
、

全
集
収
録
時
に
割
愛
さ
れ
た
部
分
の
引
用
書
『梁
鉛
漫
志
』
の
鴎
外
手
沢
本
翁
知

不
足
斎
叢
書
』
所
収
本
、
巻
七

・
七
丁
オ
モ
テ
）
に
み
ら
れ

（朱
ペ
ン
）、
や
は

り
ま
た
、

『詩
学
』
経
読
と
の
時
期
的
近
接
を
示
唆
す
る
。
ち
な
み
に
、

『梁

鉛
漫
志
』
本
文
中
に
は

「方
言
入
詩
」
と
い
う
記
述
も
あ
る
。

「詩
学
材
料
」

に
書
名
が
み
え
る
漢
籍
類
同
様
、

『梁
鉛
漫
志
』
も
明
治
三
二
年
前
後
頃
に
閲

読
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

前
掲

「後
記
」
に
よ
る
と
、
全
集
所
収
の

「詩
学
材
料
」
は
、

「用
紙
の
中

央
に

「詩
学
材
料
」
と
書
し
た

一
葉
」
と

「東
京
医
事
新
誌
原
稿
用
紙
」
に
書

か
れ
た
一
連
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
原
本
と
し
、
一
方
、
割
愛
さ
れ
た
『梁
鉛
漫
志
』

か
ら
の
抄
録
に
は
、

「巻
紙
様
の
自
紙
」
が
使
用
さ
れ

「詩
学
材
料
」
の
直
後

に
ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
別
用
箋
の
使
用
で
あ
っ
た
と
は
い

え
、
両
者
の
記
述
形
式
が
類
似
す
る
点
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

『梁
鉛
漫

志
』
抄
録
箇
所
の
内
容
は
、

「詩
想
、
詩
語
、
詩
材
等
の
小
見
出
し
を
附
し
た

漢
文
の
抄
録
」
と
い
う

「後
記
」
の
記
述
以
外
に
詳
細
を
知
る
術
は
な
い
が
、

「詩
学
材
料
」
に
も
〈詩
字
∪
３
ε
ｏ，
一Ｒ
】８
す
ｏ
■
８
”）
〈詩
之
質

６
一Ｒ
じ
〉

の
見
出
し
語
や
、
「詩
以
言
志
　
】３
２

等
の
文
辞
が
あ
る
。
ま
た
、
鴎
外
手

沢
本
『梁
鉛
漫
志
』
に
は
、
「詩
想
Ｌ
美
Ｌ
詩
卜
画
Ｌ
美
卜
善
Ｌ
詩
材
Ｌ
詩
語
」

と
い
っ
た
書
き
込
み
文
字
が
み
ら
れ
、

「詩
学
材
料
」
の
見
出
し
語

（後
述

コ
一

。
二
」
参
照
）
と
も
通
底
す
る
。
こ
の
点
を
勘
案
す
れ
ば
、

「詩
学
材
料
」
と

『梁
鉛
漫
志
』
の
抄
録
箇
所
と
は
、
そ
の
資
料
的
性
質
を
等
し
く
す
る
も
の
で

あ
る
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、

「詩
学
材
料
」
に
み
ら
れ
る
和
漢
の
典
籍
か
ら
の
抄
録
は
、
大

部
分
が

（
）
や

〔
〕
内
に
出
典
注
記
が
な
さ
れ
た
漢
籍
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ

て
い
る
。
全
集

「後
記
」
に
主
要
抜
粋
書
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
『氷
川
詩
式
』

『作
詩
志
設
ヽ
詩
律
兆
鴇
詩
法
纂
要
』
に
加
え
て

『詩
藪
「
随
園
詩
話
』
が
、

そ
の
主
た
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
い
ず
れ
も
詩
話

・
詩
作
法
の
書
に
類
す

る
詩
論

・
詩
学
の
書
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
漢
籍
を
鴎
外
旧

蔵
書
に
あ
た
っ
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
多
寡
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
六
冊
と
も

に
書
き
込
み
が
確
認
さ
れ
、
鴎
外
が
傾
注
し
て
い
た
跡
が
窺
え
る
。
ま
た
、
初

期
評
論
へ
引
用
さ
れ
た
例
も
い
く
つ
か
あ
り
、
注
目
に
値
す
る
。
ひ
と
ま
ず
は
、

ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル
の

『詩
学
』
す
な
わ
ち
西
洋
の
詩
学
書
に
拠
っ
て
評
論
を
も
の

し
て
い
た
時
期
と
踵
を
接
し
て
、
上
述
の
東
洋
の
詩
学
書
を
鴎
外
が
経
い
て
い

た
と
い
う
事
実
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

こ
れ
ら
詩
話
書
の
類
は
本
手
記
の
材
料
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
初
期
評
論
へ

の
援
用
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
今
後
注
目
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
さ
ら
に
は
、
鴎
外
が
ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル
の

『詩
学
』
と
平
行
し
て
東
洋
詩

学
関
連
の
漢
籍
を
経
読
し
て
い
た
、
そ
の
具
体
相
の
検
討
が
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
こ
よ
う
。
鴎
外
の
初
期
文
芸
理
論
構
築
の
様
相
を
考
察
す
る
上
で
も
、
本



手
記
が
有
し
て
い
る
意
義
は
小
さ
く
な
い
と
い
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【表
１
】

二
■
一　
ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル

『詩
学
」
と
の
関
連

「前
回
全
集
」
編
纂
当
時
の

「詩
学
材
料
」
原
本
が
ど
う
い
っ
た
状
態
で
あ

っ
た
の
か
、
再
び

「後
記
」
の
記
述
を
参
看
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
鴎
外
本
人

の
手
に
な
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が

一
つ
。
従
っ
て
、
全
集
本

文
の
配
列
に
は
第
二
者
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
次
に
、

「餘
自
の
部
分
に
＊
印
」
を
付
け
た
と
い
う
記
述
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
＊
印
を
目
安
に
本
文
全
体
を
区
切
る
と
す
れ
ば
、　
一
四
の
パ
ー

ツ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
々
の
パ
ー
ツ
に
は
、
冒
頭
一
行
日
に
見
出

し
語
と
思
し
き
単
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
の
パ
ー
ツ
の
み
例
外
で
あ
る
が
、

や
は
り
冒
頭
か
ら
数
行
後
に
は
見
出
し
語
に
該
当
す
る
単
語
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

一
四
の
各
パ
ー
ツ
は
冒
頭
部
に
位
置
す
る
単
語
の
も
と
に
、
あ
る
程
度
ま
と
ま

っ
た
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
見
出
し
語
に
は
、
ゴ
ツ
ト
シ
ヤ
ル

『詩
学
』
上
巻

〈”
ｏ鳴
一職
“
う
０

Ｊ
、８
ｏ●
Ｏ
ｏヽ

∪
お
ゴ
”〓
●
●
粋
〉
の
第

一
篇
　
〈∪
お

「
ｏ
ｏ∽お

ヨ̈

∽
く
粋
ｏ日

α
ｏ
ヽ

パ
Ｌ
３
”３

及
び
三
篇

〈口
ｏ
↓
８

，
●
壽
Ｏ
Ｑ
∪
一卜
寿
●
３
↓

の
各
章
題
と
の
対

応
関
係
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

【表
１
】
上
段
に
、

「詩
学
材
料
」
か
ら
全

集
本
文
の
表
出
順
に
見
出
し
語
を
列
記
し
、
下
段
に
は
、

『詩
学
』
の
目
次
か

ら
章
題
を
抜
粋
し
て
示
し
た
。
な
お
、
上
段
の
通
し
番
号
は
便
宜
上
私
に
付
し

た
も
の
で
あ
り
、

『詩
学
』
第
二
篇
の
章
題
及
び
節

。
項
に
わ
た
る
細
目
は
省

略
し
た
。

呼
応
が
み
ら
れ
る
の
は
、
次
の
八
つ
の
見
出
し
語
で
あ
る
。

三
と
■
９
　
　
四
と
■
■
　
　
五
と

，
Ｐ
＞
・
　

エハ
と
”
今

八
と
”
∞“
　
九
と
”
ｒ
　
　
一
一
と
ｒ
”
　
　
一
四
と

，
，

半
数
以
上
が

『詩
学
』
の
章
題
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、

目
次
と
の
対
応
を
瞥
見
し
た
に
過
ぎ
ず
、
残
り
の
見
出
し
語
に
関
し
て
も

『詩

学
』
に
見
出
さ
れ
る
用
語
か
と
思
わ
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
憶
測
の
域
を
出
な

い
。で

は
、

「詩
学
材
料
」
の
見
出
し
等
の
用
語
が

『詩
学
』
に
依
拠
し
、
か
つ
、

漢
籍
の
抄
録
が
併
記
さ
れ
る
と
い
っ
た
、
本
手
記
構
成
上
の
問
題
は
、
い
か
に

解
釈
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

「詩
学
材
料
」
に
論
及
し
た
数
少
な

=δ 九 八 七 六 五 四 三 二

詩
義

詩
体
ｏ
”一一〓
”

詩
文

”
８
К
鮨
”
８
∽げ

美
卜
術
〕
■
ｒ
〓ｇ
ｏ
”
斜
ｏ
バ
〓
資

”
〓
ら
０い

平
仄
及
韻

く
ｏあ
”
”
ｏヨ

∞
き
ｏ熟
当
ｑ
詭
差
、
差
錯
、
誕
妄

”
一”
Ｃ【ｏ●

詩
字
∪
３
ａ
一３
一ｏ『一り３
ｏ
く
ｏ■

破
文
法
∪
一３
一ｏ『一∽多
ｏ
い
】８
Ｒ

詩
術
及
画

∪
一多
一
”
〓

，一ｏ【Ｌ

暗
合
卿
ｏユ
Ｌ
●
８
Ｎ
２
営
巨
Ｌ
露
）

詩
之
質
３
一ｏ３

詩
術
及
楽

「詩
学
材
料
」
見
出
し
語

｝

∪
お

”
０
３

ご

一日

∽
ヽ
資
０
ヨ

Ｏ
ｏ
「
パ
一
●
Ｌ
０

｝

∪
ａ

ｒ

ｒ
ｇ

ｏ
●
●
Ｏ
Ｌ

ｏ
パ
〓

降

゛

∪
庁

∪
一多

寿

口
３

一

”

〕

①
∪
聾

一
″
●
５
∽
言

ａ

ヽ
一ｏ
〓

”
〓

２

卜

∪
お

∪
一ｏ
〓
〓
●
３

一
●
●
０
摯
ｏ
〓
あ

寿

ｏ

）

０
夕

８
一２

ａ

ヽ
ｏ̈
や

ｏ
３

Ｎ

〕
賀

０
２

，

ヽ
①
「
∪
お
〓
″
●
●
資

”

∪
お

↓
ｏ
ｏ
コ
Ｌ
″
０
０
『
∪
ざ
す
一
″
ｃ
●
２

■

∪
”
り
餞
ｏ
〓
ｏ
ヽ
一ｏ
ｏ
す
ｏ
多
ざ
■

∞
　
”
〓
α
ｏ
『
ｃ
●
０
”
一唆
』
『
０
●

＞
　
”
一こ
ｏ
■

∞
　
”
一”
‘
ヽ
ｏ
コ

ω

Ｇ
げ
ｏ
『
Ｏ
ｏ
●
Ｏ
ｏ
げ
『
ヽ
ｃ
ｏ

，
Ｃ
３

ｇ
こ
一お
す
０
●
＞
ｃ
り
０
日

ｏ
だ
０

や

く
ｑ
∽
ｃ
コ
０
”
Ｌ
ヨ

中

∪
一ｏ
く
ｏ
ｔ
ｃ
哩

ｏ̈
，

ｏ
８
●
く
ｏ
３
日

，
い
０

０

レ
一ａ
①
二
８

，
ｐ

，
５
一
寿
ｏ

ｏ
「
お
二
Ｌ
け
ｏ
す
ｏ
∽
■
ｏ
ｏ
Ｆ
ｏ
●

ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル

『詩
学
』
章
題



い
論
考
の
う
ち
、
北
川
伊
男
氏
は
、

『詩
学
材
料
』
に
は
、
漢
詩
論
書
か
ら
の
メ
モ
に
ド
イ
ツ
語
の
傍
記
が
あ

り
、
そ
れ
ら
に
漢
詩
論
を
手
が
か
り
と
し
て
西
洋
詩
学
を
理
解
し
よ
う
と

じ
た
跡
が
う
か
が
わ
れ
る

と
論
じ
て
い
る
。
だ
が
、

「詩
学
材
料
」
に
お
け
る
漢
籍
引
用
の
意
味
を
、
西

洋
詩
学
理
解
の
た
め
の

「東
洋
の
詩
論
」
、西
洋
詩
学
理
解
の
付
随
的
役
割
と
位

置
づ
け
る
こ
と
は
当
を
得
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

小
堀
桂

一
郎
氏
は
、
鴎
外
が

『小
説
神
髄
』
に
お
け
る
逍
進
の
所
論
を
理
解

し
そ
の
小
説
観
と
対
決
す
る
背
景
に
は

「ゴ
ッ
ト
シ
ヤ
ル
に
学
ん
だ
文
学
観
」

が
あ
っ
た
と
し
、
そ
の
傍
証
と
し
て
、
鴎
外
旧
蔵
書

『小
説
神
髄
」
へ
の
ド
イ

ツ
語
書
き
込
み
文
字
が

「ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル
の
語
彙
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
そ

の
著
作
中
の
独
特
の
用
語
で
あ
る
こ
と
」
を
指
摘
し
た
。
ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル
の
著

書
が
帰
朝
後
の
鴎
外
の
文
学
観
に
落
と
し
て
い
る
影
の
色
濃
さ
、
西
洋
詩
学
を

鼓
吹
す
る
鴎
外
の
初
期
評
論
活
動
の
あ
り
よ
う
は
、
衆
目
の
認
め
る
と
こ
ろ
で

も
あ
る
。
「
し
が
ら
み
草
紙
」
の
本
領
を
論
ず
只
『し
が
ら
み
草
紙
』
１
　
明

２２
・
・０
）
に
お
い
て
、

今
の
詩
文
を
言
は
ん
と
欲
す
る
も
の
は
邦
人
の
歌
論
と
支
那
人
の
詩
話
文

則
に
の
み
拠
る
べ
き
に
あ
ら
ず
西
欧
文
学
者
が
審
美
学
の
基
址
の
上
に
築

き
起
し
た
る
詩
学

（余
等
は
故
ら
に

「
レ
ト
リ
ツ
ク
」
の
語
を
避
け
た

り
）
を
以
て
準
縄
と
な
す
こ
と
の
止
む
べ
か
ら
ざ
る
を
知
れ
ば
な
り

と
、
西
洋
詩
学
導
入
の
必
要
性
を
説
き
、
そ
の
実
践
と
し
て
鴎
外
自
ら
が
精
力

的
に
評
論
を
発
表
し
た
の
も
、
ま
た
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

本
手
記
に
も
そ
の
書
名
が
み
え
る

『氷
川
詩
式
』
を
引
用
し
た
後

「鳴
呼
詩
学

豊
東
西
の
別
あ
ら
ん
や
只
「再
び
自
然
崇
拝
者
に
質
す
Ｌ
国
民
之
友
』
５２

明
２２

●
６
）
と
論
じ
た
如
き
、
東
西
両
洋
の
詩
学
に
向
け
ら
れ
た
鴎
外
の
眼
差
し
を

掬
い
取
っ
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
彼
が
東
洋
詩
学
か
ら
摂
取
せ
ん
と
し
た
も
の
を

見
定
め
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
西
洋
詩
学
と
東

洋
詩
学
と
の
相
関
と
い
う
問
題
を
学
ん
だ

「詩
学
材
料
」
は
、
今
後
さ
ら
な
る

検
討
を
要
す
る
資
料
で
あ
る
こ
と
を
、
繰
り
返
し
述
べ
て
お
き
た
い
。

〓
一

「詩
学
材
料
」
所
引
の
漢
籍
に
つ
い
て

「詩
学
材
料
」
に
抄
録
さ
れ
た
主
要
な
詩
学
書
は
、
中
国
の
も
の
で
は

『氷

川
詩
式
ヽ
随
園
詩
話
「
詩
藪
「
彙
纂
詩
法
纂
要
』、我
邦
の
も
の
は

『詩
律
兆
』

『作
詩
志
設
』
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
、
全
て
鴎
外
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
、
鴎
外

の
書
き
入
れ
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
漢
籍
か
ら
の
引
用
を
中
心
に

「詩
学

材
料
」
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
単
な
る
偶
然
と
し
て
一
蹴
し
得
る
も
の

で
は
な
く
（
本
手
記
執
筆
に
関
わ
る
鴎
外
の
寓
意
を
こ
そ
看
取
す
べ
き
で
あ
ろ

”うノ。中
国
の
四
冊
に
限
っ
て
み
れ
ば
、

『東
京
大
学
総
合
図
書
館
漢
籍
目
録
只
平

７
●
４
、
東
京
堂
出
版
）
で
は
、

『氷
川
詩
式
ヽ
随
園
詩
話
ヽ
詩
藪
』
が
集
部

。
第
四
詩
文
評
類

・
三
詩
話
文
話
之
属
に
、

「彙
纂
詩
法
纂
要
」
は
集
部

。
第

二
総
集
類

・
六
詩
文
之
属
に
分
類
さ
れ
る
。

『彙
纂
詩
法
纂
要
』
は
、
例
え
ば
、

長
沢
規
矩
也

『和
刻
本
漢
籍
分
類
目
録
』
で
は

『氷
川
詩
式
』
等
と
同
じ
く
集

部

。
詩
文
評
類
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
詩
話
書
と
目
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
ら
詩
話
書
援
用
の
意
味
が
重
視
さ
れ
て
く
る
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う

な
詩
話
書
が
、
い
か
に
し
て
抄
録
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な

っ
て
く
る
。

一二
・
一　
鴎
外
旧
蔵
詩
話
書
の
概
要

さ
き
に
、
『中
国
文
化
叢
書
』
四
「文
学
概
論
災
昭
４２
・
９
、
大
修
館
書
店
）



の
船
津
富
彦
尺
付
〉
詩
話
」
の
言
に
よ
っ
て
、
詩
話
書
に
関
す
る
概
説
を
み
て

お
こ
う
。

「広
義
的
に
詩
話
と
は
詩
文
に
関
す
る
記
録
を
す
べ
て
含
ん
だ
も
の
と
な
る

が
、
狭
義
的
に
は
詩
話
と
い
う
名
称
を
持
ち
、
主
に
詩
に
関
す
る
随
筆
を
主
体

に
し
、
幾
つ
か
の
説
話
か
ら
な
っ
て
い
る
も
の
」
で
、　
三

般
に
は
評
論
に
近

い
も
の
」
を
指
す
。
中
国
で
は
宋
代
以
降

「
い
ろ
い
ろ
の
内
容
を
持
つ
驚
異
的

な
数
々
の
詩
話
が
作
ら
れ
、
日
本
に
お
い
て
も
そ
れ
ら
は
読
ま
れ
た
の
み
で
な

く
Ｌ
江
戸
時
代
に
は
実
に
お
び
た
だ
し
い
ほ
ど
創
作
さ
れ
し
た
と
い
う
。
船
津

氏
は
、
清
何
文
換
撰

『歴
代
詩
話
』
（詩
話
２７
篇
―
上
船
津
氏
が
あ
げ
た

「目

次
」
に
よ
る
数
。
以
下
同
じ
。）、
丁
福
保
撰

『歴
代
詩
話
続
編
』
（２８
篇
）
及
び

『清
詩
話
只
４．
篇
）
の
二
書
に
所
収
さ
れ
た
計
九
六
篇
を

「中
国
人
に
よ
っ
て

一
応
詩
話
と
考
え
ら
れ
た
も
の
」
と
し
、
さ
ら
に
コ
歴
代
詩
話
』
の
序
で
何
文

換
が
述
べ
る
如
く
、
長
篇
の
も
の
は
す
べ
て
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
六

種
の
長
篇
詩
話
を
あ
げ
て
い
る
。
総
計

一
〇
二
篇
は
、
氏
の
い
う
如
く
膨
大
な

数
の
詩
話
書
の
ご
く

一
部
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
ひ
と
ま
ず
は
中
国
の
一
般

的
な
詩
話
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
鴎
外
が
所
持

。
披
見
し
た
中
国
詩
話
書
は
、
船
津
氏
の
あ
げ
た
書
名

の
う
ち
、
ど
れ
く
ら
い
の
数
を
占
め
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、

『鴎
外
文
庫
目

録
　
和
漢
書
之
部
ヽ
東
京
大
学
総
合
図
書
館
漢
籍
目
録
』
を
参
照
し
て
、　
一
〇

二
篇
中
、
鴎
外
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
詩
話
書
名
を
抜
粋
し
、
の
ち
、
そ
れ

以
外
の
鴎
外
旧
蔵
に
な
る
詩
語
文
話
の
書
名
を
あ
げ
る
。
な
お
、
原
本
に
あ
た

っ
て
鴎
外
の
蔵
書
印
が
確
認
で
き
た
も
の
、
及
び
書
中
書
き
込
み

（圏
点
の
み

も
含
む
）

。
識
語
の
有
無
を

〈　
〉
内
に
記
し
た
。
ま
た
、
印
記
等
か
ら

「詩

学
材
料
」
執
筆
の
時
期
ま
で
に
読
ま
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
書
名
は
ゴ
チ
ッ
ク
体

で
示
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
注
に
譲
る
。
た
だ
、
個
人
全
集
や
叢
書
等
に
収
録

さ
れ
た
詩
話
を
見
落
と
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
、

「詩
話
に
は
そ
の
書

名
が
不
同
で
一
定
し
て
い
な
い
場
合
が
時
々
あ
る
」
と
い
う
船
津
氏
の
言
も
あ

り
、
素
描
に
留
ま
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

『歴
代
詩
話
』
の
う
ち
、

唐
司
空
図

『
二
十
四
詩
品
ス
『龍
威
秘
書
』
所
収
）

宋
欧
陽
脩

『六

一
詩
話
只
『欧
陽
文
忠
公
集
』
所
収
）

宋
魏
泰

『臨
漢
隠
居
詩
話
只
『龍
威
秘
書
』
所
収
）
　
　
〈
「森
蔵
書
し

『歴
代
詩
話
続
編
』
の
う
ち
、

唐
孟
柴

『本
事
詩
只
『龍
威
秘
書
』
所
収
）

宋
黄
徹

『署
漢
詩
話
只
『知
不
足
斎
叢
書
』
所
収
）
　

　

〈書
込
有
〉

金
王
若
虚

『淳
南
詩
話
ス
『龍
威
秘
書
』
所
収
）
　
　
〈
「森
蔵
書
し

明
雹
佑

『帰
田
詩
話
只
『龍
威
秘
書
』
所
収
）
　
　
〈
「森
蔵
書
し

明
李
東
陽

『懐
麓
堂
詩
話
只
『懐
麓
堂
全
集
』
所
収
）

合
森
蔵
書
Ｌ
解
組
丙
辰
初
同
僚
胎
此
書
し

『清
詩
話
』
の
う
ち
、

清
趙
執
信

『談
龍
録
只
『彙
纂
詩
法
纂
要
』
巻
三
所
収
）

清
査
為
仁

『蓮
坂
詩
話
只
『龍
威
秘
書
』
所
収
）
　
　
〈
「森
蔵
書
し

〔長
篇
詩
話
〕

梁
劉
認

『文
心
離
龍
』

明
梁
橋

『氷
川
詩
式
」
　

　

〈書
込
有
〉

明
朝
応
麟

『詩
藪
』
　

　

〈書
込
有
〉

清
衰
枚

『随
園
詩
話
』
　
　
〈
「森
文
庫
」

。
書
込
有
〉

清
趙
翼

「
瓢
北
詩
話
」
　
　
〈
「森
文
庫
」

。
書
込
有
〉

〔そ
の
他
の
詩
話
文
話
〕

清
徐
文
弼

『彙
纂
詩
法
纂
要
』
　

　

〈書
込
有
〉



宋
周
密

『浩
然
斎
雅
談
』

合
参
木
舎
印
Ｌ
橘
井
堂
「
讐
學
士
森
林
太
郎
固
書
之
記
」

・
識
語
、

書
込
有
〉

清
朱
雙

『詩
法
纂
論
」

清
呉
徳
旋

「初
月
模
文
話
』
　
　
〈
「橘
井
堂
」

。
識
語
有
〉

清
陳
僅

『竹
林
答
問
』

清
膠
艮

『文
章
遊
戯
抄
本
』
　

　

〈書
込
有
〉

『歴
代
詩
話
鴇
歴
代
詩
話
続
編
ヽ
清
詩
話
』
所
収
の
中
国
で
一
般
的
と
さ
れ

る
詩
話
書
の
う
ち
、
鴎
外
旧
蔵
書
は
多
い
も
の
で
あ
る
と
は
決
し
て
い
え
な
い
。

し
か
も
そ
の
過
半
数
が

『龍
威
秘
書
』
―
―

一
部
を
除
い
て
、
明
治
三

一
年
以

降
の
使
用
と
さ
れ
る

「森
蔵
書
」
の
捺
印
あ
り
―
―
所
収
の
詩
話
で
あ
る
。
従

っ
て
、
鴎
外
が
基
本
的
な
詩
話
書
を
集
書
し
た
上
で
読
了

。
選
択
し

「詩
学
材

料
」
を
な
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
当
時
手
持
ち
の
詩
話
書
に
書
き
込
み
を

施
し
つ
つ
耽
読
し
、
抄
録
す
る
と
い
う
の
が
、

「詩
学
材
料
」
に
お
け
る
詩
話

援
用
の
あ
り
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
船
津
氏
が
あ
げ
た
長
篇
詩

話
の
う
ち
、
宋
魏
慶
之

「詩
人
玉
屑
』
以
外
の
五
つ
を
有
し
、
う
ち
四
種
の
詩

話
書
に
書
き
込
み
を
施
し
て
読
破
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
ド
イ

ツ
留
学
前
後
の
若
き
鴎
外
が
東
洋
の
詩
学
に
興
味
を
示
し
、
詩
話
書
の
類
を
経

読
し
て
い
た
こ
と
は
、
特
記
す
べ
き
事
項
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一二
二
一

『氷
川
詩
式
』
引
用
の
問
題

で
は
、
本
手
記
に
お
い
て
詩
学
書
が
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
引
か
れ
て
い
る
か
と

い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
前
述
六
種
の
詩
学
書
に
関
し
て
、
書
名
や
著
者
名

を
記
し
出
典
が
明
示
さ
れ
て
い
る
回
数
を
み
て
み
よ
う

（【表
２
】
参
照
）。
項

目
番
号
は
、
先
の

【表
１
】
の
見
出
し
語
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

【表
２
】

『氷
川
詩
式
』
の
引
用
が
合
計
二
七
回
あ
り
、
他
書
の
引
用
回
数
と
比
べ
て

群
を
抜
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「詩
学
材
料
」
の
執
筆
に
際
し
て
、

『氷
川
詩

式
』
が
重
点
的
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
同
時
に
、
と
り
わ
け
引
用

が
集
中
す
る
第
四
項
目

〈美
卜
術
∪
器

∽
ｏす
０
う
ｏ
や

ε
ｏ
バ
Ｅ
∽↓

が
重
要
な

意
味
を
有
し
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〈美
卜
術
〉
の
項
目
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
語
小
見
出
し
に
続
け
て

漢
文
の
抄
録
が
あ
り
、

（　
）
内
に
出
典
が
記
さ
れ
て
い
る
。
漢
文
の
引
用
を

省
略
し
て
、
表
出
順
に
あ
げ
て
み
る
。

∽
３
０
●
”
ｏ
Ｌ

（氷
川
引
）
／
∽
３
０
●
”
■
“
マ

（氷
川
引
）
（氷
川
引
）

／
∪
あ

∽
３
０
お

（氷
川
引
）
（氷
川
引
）
（氷
川
引
）
／
一■品
一∽９

悲
壮

（氷
川
引
）
／
５
日
』∽３

俳
諧
、
滑
稽
／
ｏ
Ｆヽ
Ｆ
●
雄
渾
、
（氷
川
引
）

／
∽
３
ｏ
●
（典
麗
）
（利
川
引
）
（刑
川
引
）
（利
川
引
）
／
情
Ｅ
８

（刑

川
引
）
／
境
摯
ｏ
「

（氷
川
）
／
∪
３

∽
ｏす
０
●
ｏ
”

〇
●
お

（随
園
詩
話
）

／
２
す
０
●
”
■
”
耳

（随
園
詩
話
）
（随
園
）

『随
園
詩
話
』
の
引
用
が
後
半
に
纏
ま
っ
て
あ
る
以
外
、
前
半
の
引
用
書
名

作

詩

志

毅

詩
　
律
　
兆

詩

法

纂

要

随

園

詩

話

詩

藪

氷

川

詩

式 饒
1 1

1 1 1

四

1 1 6 五

1 1 1 1

1 九

1

1 1 1 3

1 1 1

l 1 l

3 3 8 計



一
三
全
て
が

『氷
川
詩
式
』
で
統

一
さ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
、

〈美
卜
術
〉
の

項
目
を
記
す
に
あ
た
り
、
鴎
外
は
ド
イ
ツ
詩
学
用
語
と
の
対
応
を
追

っ
て
集
中

的
に

『氷
川
詩
式
』
を
繕
い
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま

，た
、
　
〈∽
ｏす
ｏ
５
〉
〈０
口
”〉
〈́
く
ｏ

，
『〉
〈一”””
お
ｏ，
〉
〈岸
ｏ
■
】】∽ｏす
〉
〈ｏ
「ゴ
”
σ
ｏ５
〉

合
計
３

〈９
ｏ
「
〉
と
い
う
小
見
出
し
の
用
語
に
注
目
す
れ
ば
、
本
手
記
を
執

筆
し
て
い
た
当
時
の
鴎
外
に
と
っ
て
、
美

〈∪
３
　
∽
３
０
●
ｅ

や
芸
術

〈）
ｏ

バ
●
３
け〉
を
定
義
し
体
系
付
け
る
上
で
、
い
か
な
る
美
的
範
疇
の
補
捉
が
重
視

さ
れ
て
い
た
の
か
が
窺
え
、
興
味
深
い
。

「詩
学
材
料
」
に
お
け
る

『氷
川
詩
式
』
の
引
用
頻
度
が
何
を
意
味
す
る
の

か
、
そ
の
考
察
は
他
日
を
期
し
た
い
。
た
だ
、
美
と
善

〈∽
ｏす
ｏ
・
”
０
●
↓

美

と
真

〈∽
ｏす
０
●
”
■

，
Ｔ
〉
と
い
っ
た
西
洋
詩
学
の
理
念
と
東
洋
の
そ
れ
と
の

相
関
、
或
い
は
美
と
芸
術

〈∪
お

∽
３
０
●
ｏ
針

０
お

バ
“
虜
↓

の
認
識
や
価
値

如
何
を

『氷
川
詩
式
』
な
る
東
洋
詩
学
書
に
探
求
し
よ
う
と
し
た
、
鴎
外
の
腐

心
の
跡
が
露
わ
で
あ
る
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

お
　
わ
　
り
　
に

「詩
学
材
料
」
と
い
う
手
記
を
め
ぐ
っ
て
、
本
稿
で
は
、
所
在
不
明
の
原
本

形
態
を
推
測
し
、
成
立
背
景
や
構
成
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
ま
た
、
本
手
記

に
抄
録
さ
れ
た
詩
話
書
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
東
洋
詩
学
に
向
け
ら
れ
た
鴎
外

の
眼
差
し
に
照
明
を
当
て
る
こ
と
を
試
み
た
。

「詩
学
材
料
」
の
見
出
し
語
の
半
数
以
上
は
ゴ
ッ
ト
シ
ヤ
ル

『詩
学
』
の
章

題
と
対
応
す
る
こ
と
、
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
手
記
に
お
け
る
東

西
両
洋
の
詩
学
の
問
題
を
、

〈西
洋
詩
学
理
解
の
た
め
の
東
洋
の
詩
論
〉
と
位

置
づ
け
る
こ
と
が
正
鵠
を
射
た
も
の
か
ど
う
か
、
疑
間
で
あ
る
。
「詩
学
材
料
」

に
お
け
る
詩
話
書
援
用
の
意
味
は
、
西
洋
詩
学
を
中
核
と
す
る
美
学
体
系
の
整

理
と
い
う
観
点
の
み
で
は
、
究
明
し
得
な
い
と
考
え
る
。

西
洋
美
学
論
の
移
植
、
並
び
に
東
西
詩
学
の
融
合
―
―
と
い
っ
た
こ
と
ば
で
、

鴎
外
の
初
期
文
芸
評
論
を
評
す
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
容
易
い
。
鴎
外
の
初
期

詩
学
論

・
美
学
論
構
築
の
具
体
相
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
明
ら
む
る
考
察
が

必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
言
を
倹
た
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
た

「詩
学

材
料
」
は
、
詩
話
書
の
引
用
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
る
な
ど
、
鴎
外
の
東

洋
詩
学
摂
取
の
様
相
が
窺
え
る
好
個
の
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。

注（１
）

連
載
第

一
回
目
の
「
鴎
外
文
庫
」
目
録
抄
―
岡
野
他
家
夫
蔵
本

「目
録
「
和
漢

書
之
部
」
よ
り
―
」
３
鴎
外
』
２５
　
昭
５４

・
７
）
か
ら
、
員
森
鴎
外
文
庫

・
蔵
書
目

録
」
最
終
回
　
総
括
員
同
５４
　
平
６

・
１
）
ま
で
。

（２
）
　

「森
鴎
外
青
年
期
の
漢
詩
文
受
容

（１
）
―

「鴎
外
文
庫
」
調
査
を
め
ぐ
り
―
」

∩
近
代
文
学
　
注
釈
と
批
評
」
創
刊
号
　
平
６

・
１
）、
「森
鴎
外
青
年
期
の
漢
文

学
受
容
（２
）
―

「鴎
外
文
庫
」
調
査
を
め
ぐ
り
―
」

（同
２
　
平
７

●
５
）。

（３
）

長
沢
規
矩
也
著

『和
刻
本
漢
籍
分
類
目
録
只
昭
５‐

．
１０
、
汲
古
書
院
）
に
は
、

①
安
政
二
刊

（大
坂
、
河
内
屋
喜
兵
衛
等
）

Ｑ^
女
政
四
序
印

（京
都
、
俵
屋
清

兵
衛
等
）

③
明
治
印

（大
阪
、
文
栄
堂
前
川
善
兵
衛
）
の
、
和
刻
本
三
種
が
記

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

『鴎
外
文
庫
目
録
　
和
漢
書
之
部
只
東
京
大
学
総
合
図
書

館
、
昭
２

・
５
編
）
に

「彙
纂
詩
法
纂
要
　
嘱
術
文
弼
　
一言

と
記
さ
れ
た
鴎
外

文
庫
本
は
、
安
政
四
年

一
一
月
刊
の
上
中
下
三
冊
本
で
あ
る
。

（４
）

山
根
弘
子

「森
鴎
外
青
年
期
の
漢
詩
文
受
容

（１
ご
（注

（２
）
参
照
）
の
、
全

集
未
収
録
の
鴎
外
自
筆
抄
本

「茶
事
雑
抄
」
を
取
り
上
げ
て
の
言
で
あ
る
。

「単

な
る
抜
き
書
き
の
み
で
な
く
鴎
外
の
言
葉
で
纏
め
た
と
思
わ
れ
る
記
述
も
含
ん
で

い
る
」
と
述
べ
、

「著
作
と
言
え
る
も
の
で
は
な
」
い
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
資

料
的
価
値
を
評
価
し
て
い
る
。

（５
）
　

「国
文
学
柱
員
権
田
直
助
著
、
明
１８

・
５
、
柳
瀬
喜
兵
衛
）
の

一
部
を
和
紙
に

切
り
貼
り
し
、
冒
頭
に
は
鴎
外
自
筆
で

「日
本
文
学
沿
革
略
国
文
学
柱
」
と
墨
書
し

た
資
料
が
あ
る
∩
文
が
ら
」
の

「４
し
。
一
方
、

「詩
学
材
料
」
に
次
の
よ
う
な
記

述
が
み
え
る
。

国
文
学
柱
０
０
ｏ

（二
つ
に
は
、
祝
詞
文
な
り
。
延
喜
式
に
載
れ
る
、
神
の
御

前
に
自
す
詞
を
い
ふ
。
〕
〔活
字
〕



国
文
学
柱

　

（皇
国
の
古
文
、
大
方
、
六
つ
に
分
れ
た
り
。
其
の
一
つ
に
は
、

記

事

文
な
り
。
古
事
記
、
風
土
記
の
類
、
古
今
の
事
実
を
記

せ
る
を
い
ふ
。
但
漢
文
を
除
く
。〕
〔活
字
〕

「皇
国
の
古
文
…
但
漢
文
を
除
く
。

」
は
、　
■国
文
学
柱
」
二
之
巻

・
巻
頭

「作
文

準
拠
こ
と
題
さ
れ
た
章
の
冒
頭
の
文
で
、　
コ
一
つ
に
は
」
云
々
の
く
だ
り
が
下
接

す
る
。

「日
本
文
学
沿
革
略
国
文
字
柱
」
と
書
か
れ
た
資
料
で
は
、

「詩
学
材
料
」

に
引
用
さ
れ
た

「皇
国
の
古
文
」
か
ら

「神
の
御
前
に
自
す
詞
を
い
ふ
。」
ま
で
を

欠
い
て
い
る
。
し
か
も
、　
ヨ
一
つ
に
は
…
」
を
貼
付
し
た
直
前
に

「四
つ
に
は
」

に
続
く
箇
所
が
切
り
貼
り
さ
れ
、
そ
の
上
欄
外
に
施
さ
れ
た
朱
筆
書
き
込
み
文
学

「国
文
学
柱
０
０
２

は
、

「詩
学
材
料
」
の
記
述
と
照
応
す
る
。
お
そ
ら
く
、

「詩

学
材
料
」
の
全
集
本
文
に
あ
る
沢
活
字
ご
と
は
、
活
字
の
紙
片
を
貼
り
付
け
て
あ

る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『国
文
学
柱
』
の
切
り
抜
き
は
、
鵬
外
の
手

に
よ
っ
て

「詩
学
材
料
」
原
本
と

「日
本
文
学
沿
革
略
国
文
学
柱
」
と
に
貼
り
分
け

ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
た
の
が

「文

が
ら
」
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

（６
）
　

「方
言
／
擬
人
法
／
詩
語
」
と
、
三
行
に
わ
た
る
書
き
込
み
が
み
ら
れ
、
当
該

箇
所
の

『梁
鉛
漫
志
じ
本
文
は
、

「方
言
入
詩
」
の
題
の
も
と
に

「方
言
以
て
詩

に
入
る
べ
し
。
呉
中
以
て
八
月
露
下
り
て
雨
と
な
る
、
之
を
休
露
と
謂
ひ
、
九
月

霜
降
り
て
雲
と
な
る
、
之
を
護
霜
と
謂
ふ
。
…

（中
略
）
…
詩
人
は
皆
、
之
を
用

ふ
る
に
、
大
抵
多
く
は
呉
の
語
な
り
。

」
（原
漢
文
）
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
方

言
と
詩
語
の
問
題
に
つ
い
て
、
鴎
外
は

「言
文
論
員
『し
が
ら
み
草
紙
」
７
　
明
２３

●
４
）
で

「余
等
は
独
り
新
語
の
文
に
入
る
を
喜
の
み
な
ら
す
又
方
言
部
語
の
時

に
詩
に
入
る
を
嫌
は
ざ
る
も
の
な
り
」
と
論
じ
て
も
い
る
。

（７
）

「詩
学
材
料
」
所
引
の
漢
籍
に
関
し
て
は
、

「氷
川
詩
式
ヽ
詩
藪
』
に
触
れ
た

竹
盛
天
雄
氏
の
論
考
が
あ
る
「
鴎
外
　
そ
の
出
発
」
連
載
４‐
、

４８
、

「解
釈
と
鑑

賞
』
平
７

・
１０
、
８

・
Ю
）。
た
だ
し
、
竹
盛
氏
が

「書
入
れ
な
し
」
と
注
し
た
鴎

外
旧
蔵
書

『詩
藪
」
に
は
、
多
少
の
圏
点
と
次
の
よ
う
な
欄
外
書
き
込
み
が
認
め

ら
れ
た
の
で
報
告
し
て
お
く
。

（８
）

「「し
が
ら
み
草
紙
」
の
本
領
を
論
ず
只
「し
が
ら
み
草
紙
」
１
　
明
２２

・
・０
）
で

は
、

「古
人
云
く
」
と
し
て

『詩
藪
」
の
序
文
が
引
用
さ
れ

（注

（７
）
竹
盛
論

に
指
摘
あ
り
）、
書
口文
論
」
に
は
、

「中
井
積
善
は
嘗
て
詩
を
論
じ
て
云
は
く
」

と
し
て

『詩
律
兆
』
巻

一
一
「附
録
　
払調
五
」
か
ら
の
抄
録
が
み
ら
れ
る
翁
詩
学

材
料
」
に
も
同
じ
箇
所
が
引
用
さ
れ
て
い
る
）
。
「氷
川
詩
式
」
へ
の
言
及
は
、

「再

び
自
然
崇
拝
者
に
質
す
只
「国
民
之
友
」
５２
　
明
２２

・
６
×
答
忍
月
諭
幽
玄
書
」

∩
し
が
ら
み
草
紙
』
１４
　
明
２３

・
Ｉ
）
の
二
評
論
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ

い
で
な
が
ら
、

「明
治
二
十
二
年
批
評
家
の
詩
眼
災
『し
が
ら
み
草
紙
」
４
　
明
２３

・
１
）
に
は

「梁
鉛
漫
志
に
い
は
く
」
と
い
う
引
用
例
も
あ
る
。

（９
）
　

【表
１
】
で
は
省
略
し
て
い
る
が
、　
合
Ｎ
＞

“
一】Ｏ
ｑ
〉
は
五
節
に
細
分
さ
れ
、

Ｐ
∪
一ｏ
く
ｏ
「”
お
お

，
ｃ
●
”
ノ／
”
∪
一。
フ
ハ
ｏ
一“
ｏ

，
ｏ
「
／／
”

∪
一ｏ
「
ｏ
ヽ
りｏ
コ
一」̈
〓
ヽ
一』ｏ
●
ノ／
●
∪
一。

〓
く
ｏ
ｏ
３
２
／
ｏ

∪
お

〓
ｏ
一ｏ
う
ヽ
日
ぉ
　
と
な

っ
て

い
る
。

「詩
学
材
料
」

の
五
番
目

の
見
出

し
語

〈
”
一Ｏ
ｑ
〉
以
下

に
も
、
｝
～
い
が
同
じ
順

で
小
見
出

し
と
し
て
列
記

さ
れ
て
い
る
。

【表
１
】
上
段
の
見
出
し
語
以
外
で
も
、
ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル

『詩
学
」

に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
と
い
え
る
。

（１０
）
　

「初
期
の
評
論
に
表
わ
れ
た
芸
術
観
員
『森
鴎
外
の
観
照
と
幻
影
」
昭
５９

・
３
、

近
代
文
芸
社
。
初
出
は

「鴎
外
初
期
の
評
論
に
表
わ
れ
た
芸
術
観
ヽ
皇
学
館
大
学

紀
要
」
昭
５．

．
１
）
。
北
川
氏
は
、
注

（ｎ
）
の
小
堀
論
か
ら
、　
■詩
学
」
の

〈∪
Ｄ

∽
ｏ〓
０
●
Ｏ
Ｃ
●
０
２
ｏ
パ
●
３
一〉
に
依
っ
て
「
文
学
卜
自
然
」
ヲ
読
ム
」
∩
国
民
之
友
」

５０
　
明
２２

・
５
）
が
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
を
引
用
し
た
後
、

「詩
学
材
料
」

の
見
出
し
語

〈美
卜
術
∪
以

∽
多
０
●
ｏ
鮨

０
お
パ
ｃ
易
０

と
の
関
連
を
示
唆
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
各
見
出
し
語
の
対
応
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

（１１
）

小
堀
桂

一
郎

「文
学
観
の
系
譜
只
『若
き
日
の
森
鴎
外
」
昭
４
・
１０
、
東
京
大
学

出
版
会
）。

（・２
）

中
井
義
幸
編

『鴎
外
印
譜
只
昭
６３

・
６
、
青
裳
堂
書
店
）
に
よ
る
と
、

「森
文

庫
」
印
は
明
治
九
年
頃
か
ら
、

「参
木
舎
印
Ｌ
橘
井
堂
只
一
Ｐ
×
Ｎ
】３
の
大
印
）
は

明
治

一
二
、
三
年
頃
か
ら
の
使
用
が
み
ら
れ
、

「書
學
士
森
林
太
郎
固
書
之
記
」

（
‐ま
脚

珈
製

晰

製

箋

多

夕

の
認

」
「輛

云
。

」
と
し
て

『断
北
詩
話
』
の
文
辞
が
墨
筆
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
中
井
氏
に

よ
れ
ば
、

「大
学
卒
業
か
ら
、
独
逸

へ
出
発
す
る
十
七
年
八
月
ま
で
の
三
年
間
」

に
集
書
し
た

「江
戸
後
期

・
明
治
初
年
の
日
本
人
の
漢
詩
文
集
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

「多
数
の
和
漢
の
漢
文
小
説
」
に
押
さ
れ
た
蔵
書
印
の

一
つ
が
、

「林
太
郎
」
印

で
あ
る
と
い
う
。

雑

編

五

内

編

五

内

編

五

巻

　

数

一

一

。
オ

モ
テ

一
八

・
オ

モ
テ

一
〇

・
オ
〓
ア

丁
　
　

　

数

○

　

（墨
筆
）

幽
玄
○

（朱
筆
）

○

　

（墨
筆
）

書
込
文
字

〈筆
種
）

な
お

「幽
玄
」
の
文
字
は
、
鵬
外
の
手
に
な
る
付
箋
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。



（付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
八
年
度
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
に
お
け
る
研
究
発
表
の
一

部
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
の
引
用
は
、

「詩
学
材
料
」
以
外
、
全
て
初

出
に
拠
っ
た
。

な
お
、
文
京
区
立
鴎
外
記
念
本
郷
図
書
館
に
は
資
料
掲
載
の
許
可
を
賜
り
、
同

館
司
書
の
岩
村
孝
子
氏
か
ら
は
貴
重
な
ご
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
深

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

―
―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―
―




